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ISFE2018を主催しました

2018年 7月 2-4日 第2回熱料とエネルギーに関する国際シンポジウム(ISFE2018)を開催し
ました。

2018年 7月 5日 第522回物性セミナーを開催しました。

2018年 7月 5日 第103回メカニカルシステムセミナーを共催しました。

2018年 7月 11日 第22回拠点運営会議を開催しました。

2018年 7月 23日 第66回バイオマスイブニングセミナーを共催しました。

2018年 7月 24日 第2回バイオマス産業都市アクションシンポジウムを共催しました。

2018年 7月 28日 子供エネルギー体験学習広場2018を共催しました。

2018年 7月 31日 第6回アジアバイオマス科学会議を共催しました。

超高度エネルギー研究拠点主催の国際シンポジウム
である第2回燃料とエネルギーに関する国際シンポ
ジウム(ISFE2018)を7月2-4日に東広島市で開催しま
した。125人の参加者を得ました。招待講演や口頭
発表、ポスター発表とも英語で活発な議論がおこな
われました。テクニカルツアーでは志和の水素ス
テーション、サタケを訪問しました。来年度もこの
分野における研究者の意見交換の場を提供します。
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図1 ディーゼル噴霧燃焼の可視化写真と壁面への熱流束

研究の背景
自動車の熱効率改善は、二酸化炭素の排出削減の観点から社会的に重要なテーマです。ハイブリッド車や電気自動車な

ど電動化が急速に進んできていますが、20年後の将来も大半の自動車には内燃機関が使われると予想されており、内燃

機関の熱効率を大幅に改善していかねばなりません。そのため、内燃機関の熱効率向上のための流動、噴霧、燃焼に関

する研究を行っています。
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2015年 次世代自動車技術共同研究講座 赴任

内燃機関とエネルギー
現在、自動車のガソリン/ディーゼルエンジンの熱効率は、最

も効率の良いところでも40％程度で、通常使われる運転領域

では10～20%程度です。それゆえ、温暖化防止の観点から大幅

な熱効率改善を期待されています。エンジンは、燃料を燃焼

室で燃やし、発生した圧力エネルギーを運動エネルギーに変

換しています。この変換の過程で様々な損失があり、効率を

下げていますが、熱効率改善の決め手は、燃焼の制御です。

そこで、燃料噴霧や燃焼を中心にどのようにすれば、石油燃

料からクリーンかつ効率よく動力エネルギーとして取り出す

か、最先端の研究設備を使って鋭意研究しています。具体的

には、レーザーや高速度ビデオなどの最先端計測機器を活用

して、燃焼を可視化したり、熱の流れ等を測定したり、また、

コンピュータシミュレーションを活用して、内燃機関の中で

起きている複雑な現象のメカニズムを明らかにし、熱効率の

改善を図っています。

a) 非燃焼噴霧 b) 燃焼噴霧火炎

c) 熱流束


